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令和４年度第１１回農業委員会総会議事録 

開会月日 令和 5年 2月 27 日（月） 開議の時刻  午前 10 時 05 分 

場  所 松山市民活動センター２階 大会議室 閉議の時刻  午後 0時 23 分 

議  長    東松山市農業委員会長 野村 孝行 

委 員 の 出 席 状 況 

農
業
委
員 

席次番号 氏  名 摘 要 席次番号 氏  名 摘 要 

１ 松崎 昭三 出 席 ７ 藤野 香織 欠 席 

２ 杉浦 勉 〃 ８ 松本  子 出 席 

３ 島田 安三 〃 ９ 荒川 光明 〃 

４ 千葉 有美子 〃 １０ 久保田 節子 〃 

５ 宇津木 昭一 〃 １１ 野村 孝行 〃 

６ 鹿田 明 〃    

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員 

担当地区 氏  名 摘 要 担当地区 氏  名 摘 要 

松 山 
加藤 周二 出 席 

高 坂 

木村 正雄 欠 席 

利根川 里美 〃 坂上 夏苗 出 席 

大 岡 

大木 幹雄 〃 田口 豊 〃 

橋本 隆 〃 

野 本 

新井 勝美 〃 

宮永 貞夫 〃 飯嶋 徳造 〃 

唐 子 

戸井田 貞義 〃 加藤 喜之 〃 

山田 弘明 〃 山下 哲生 〃 

小澤 謙一 〃    

議題等 
・農地法の規定に基づく諸申請及び届出等の審議の件 

・その他 

公開・非公開の別  公開 

傍聴者数 （会議を公開した場合）    0 人 

非公開の理由 （会議を非公開にした場合） 

 議  事  参  与  者 

事務局 氏  名 摘 要  

事務局長 松﨑 一祐 出 席  

副主幹 小林 裕介 〃  

主 任 福島 誠 〃  
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議  案 議 事 顚 末 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議案第 1 号 

農地法第 3 条

の規定による

許可申請承認

の件について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 開  会 

 

 

 

2 議事録署名委

員の選任につい

て 

 

 

3 議  事 

 

 

 

 

 副会長は委員の出席が定数に達している旨報告し、開会を

宣言する。 

 

 

議長は署名委員に下記 2 名を選任し、全員これに同意す

る。 

８番 松本  子 委員  ９番 荒川 光明 委員 

 

 

議案第1号 農地法第3条の規定による許可申請承認の件に

ついて 

 

1 番の申請について 

大岡地区・宮永委員より、1 番の申請について、大字大谷

在住の申請人（受人）より、大阪府大阪市在住の申請人（渡

人）が、大字大谷地内に所有する農地（畑 3 筆）を、受人は

農業経営拡大のため、渡人は大阪府に在住し耕作が困難なた

め、所有権を移転したい旨の申請がなされた。現地調査の結

果、申請地は農地として保全管理されている。また、受人の

耕作農地は本申請地取得後 30ａを超えており、耕作権が及ぶ

農地に関しては、耕作・管理されている状態である。年間の

農業従事日数も 150 日を超えていて、許可相当であるとの報

告がなされた。 

議長は全員に審議を求め、内容審議の結果、これを承認し

た。 

 

２番の申請について 

野本地区・杉浦委員より、2 番の申請について、神明町２

丁目在住の申請人（受人）より、大字柏崎所在の申請人とし

ての法人（渡人）が、大字古凍地内に所有する農地（田 5 筆）

を、受人は贈与を受けるため、渡人は贈与のため、所有権を

移転したい旨の申請がなされた。現地調査の結果、申請地は

農地としての保全管理が不十分な状態である。受人の耕作農

地は本申請地取得後 30ａを超える。年間の農業従事日数は農

地取得後 150 日を見込んでいる、との報告がなされた。 

久保田委員より、受人は現在経営面積がないようだが、農

業従事日数は 150 日を超えるのか、との疑問がなされた。 

事務局より、農地取得後の農業従事日数の見込みである旨

説明がなされた。 

戸井田委員より、農業の実績がなくても許可してよいの

か、との疑問がなされた。 

事務局より、実績がないから不許可とすべきでない旨、県

農業会議等に確認している旨説明がなされた。 
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議案第 2 号 

農地法第 4 条

の規定による

許可申請承認

の件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議案第 3 号 

農地法第 5 条

の規定による

鹿田委員より、渡人である法人の所有農地の状態について

質問がなされた。 

事務局より、耕作はされていない状態である旨回答がなさ

れた。また、今回受人は渡人である法人の代表理事であるが、

法人と個人は別人格である旨説明がなされ、そのため、法人

である渡人が耕作していないから、受人である法人の代表理

事の耕作の見込みがないと判断する根拠にできない旨説明

がなされた。 

島田委員より、本案件に対する重大な懸念は、許可後本当

に耕作していくのか、という点だと思うが、それについては

取得後の農地の状態で判断するしかないとの意見がなされ

た。 

議長は全員に審議を求め、内容審議の結果、多数決にてこ

れを不許可とした。 

 

議案第 2 号 農地法第４条の規定による許可申請承認の件

について 

 

1 番の申請について 

松山地区・千葉委員より、1 番の申請について、大字東平

在住の申請人が、大字東平地内に所有する農地（畑 1 筆）を、

長屋住宅に転用したい旨の申請がなされた。現地調査の結

果、申請地は農地として保全管理されている。また、住宅の

用に供する施設が連たんしている区域で、農地の区域の規模

が 10ｈａ未満であるため第 2 種農地と判断され、長屋住宅

の必要性が認められるため、事情やむを得ず許可相当である

旨の報告がなされた。 

議長は全員に審議を求め、内容審議の結果、これを承認し

た。 

 

2 番の申請について 

高坂地区・鹿田委員より、2 番の申請について、大字早俣

在住の申請人が、大字早俣地内に所有する農地（田 1 筆）を、 

住宅敷地拡張のため転用したい旨の申請がなされた。現地調

査の結果、申請地は農地として保全管理されている。また、

10ｈａ以上の一団の農地であるため第 1 種農地と判断され

るが、住宅敷地拡張の必要性が認められるため、第 1 種農地

の不許可の例外に基づき、事情やむを得ず許可相当である旨

の報告がなされた。 

議長は全員に審議を求め、内容審議の結果、これを承認し

た。 

 

議案第3号 農地法第5条の規定による許可申請承認の件に

ついて 
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許可申請承認

の件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 番の申請について 

松山地区・千葉委員より、1 番の申請について、大字上野

本在住の申請人（受人）より、大字東平在住の申請人（渡人）

外２名が、大字東平地内に所有する農地（畑２筆）を、専用

住宅の建築のため、所有権を移転したい旨の申請がなされ

た。現地調査の結果、申請地は農地として保全管理されてい

る。また、10ｈａ以上の一団の農地であるため第 1 種農地と

判断されるが、専用住宅の建築の必要性が認められるため、

第 1 種農地の不許可の例外に基づき、事情やむを得ず許可相

当である旨の報告がなされた。 

議長は全員に審議を求め、内容審議の結果、これを承認し

た。 

 

2 番の申請について 

松山地区・千葉委員より、2 番の申請について、大字石橋

在住の申請人（受人）より、鴻巣市在住の申請人（渡人）外

２名が、松山町３丁目地内に所有する農地（畑 1筆）を、専

用住宅に転用するため、所有権を移転したい旨の申請がなさ

れた。現地調査の結果、申請地は農地として保全管理されて

いる。また、住宅の用に供する施設が連たんしている区域で、

農地の区域の規模が 10ｈａ未満であるため第 2 種農地と判

断され、専用住宅の必要性が認められるため、事情やむを得

ず許可相当である旨の報告がなされた。 

議長は全員に審議を求め、内容審議の結果、これを承認し

た。 

 

3 番の申請について 

大岡地区・宮永委員より、3 番の申請について、愛知県名

古屋市に所在する申請人（受人）としての法人より、幸町在

住の申請人（渡人）が、大字大谷地内に所有する農地（畑 1

筆）を、隣地の発電所工事の駐車場として一時転用するため、

賃貸借権を設定したい旨の申請がなされた。現地調査の結

果、申請地は農地として保全管理されている。また、10ｈａ

以上の一団の農地であるため第 1 種農地と判断されるが、隣

地の発電所工事の駐車場の必要性が認められるため、第 1 種

農地の不許可の例外に基づき、事情やむを得ず許可相当であ

る旨の報告がなされた。 

議長は全員に審議を求め、内容審議の結果、これを承認し

た。 

 

4 番の申請について 

大岡地区・宮永委員より、4 番の申請について、大字大谷

在住の申請人（受人）より、大字大谷在住の申請人（渡人）

が、大字大谷地内に所有する農地（畑１筆）を、宅地進入路

に転用するため、所有権を移転したい旨の申請がなされた。
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現地調査の結果、申請地は農地として保全管理されている。

また、10ｈａ以上の一団の農地であるため第 1 種農地と判断

されるが、宅地進入路の必要性が認められるため、第 1種農

地の不許可の例外に基づき、事情やむを得ず許可相当である

旨の報告がなされた。 

議長は全員に審議を求め、内容審議の結果、これを承認し

た。 

 

5 番の申請について 

唐子地区・荒川委員より、5 番の申請について、大字下唐

子在住の申請人（受人）としての法人より、大字下唐子在住

の申請人（渡人）が、大字下唐子地内に所有する農地（畑 1

筆）を、資材置場に転用するため、賃貸借権を設定したい旨

の申請がなされた。現地調査の結果、申請地は農地として保

全管理されている。また、住宅の用に供する施設が連たんし

ている区域で、農地の区域の規模が 10ｈａ未満であるため第

2 種農地と判断され、資材置場の必要性が認められるため、

事情やむを得ず許可相当である旨の報告がなされた。 

事務局より、本申請は主に中古の自転車をストックするた

めの資材置場で、除外からの案件だが、申請地も含め、一帯

が北側が高く南側に向かって低くなる地形なので、除外の際

も雨水や泥の流出についての懸念が指摘された。農地転用の

申請にあたり、申請地周辺の住民からも、雨水の流出や土地

造成による申請地と南側の農地との高低差が生じることに

ついて、事務局に心配が寄せられた。だが、計画上勾配に沿

って最低限の土地造成となっており、また、雨水については

敷地内に浸透させるため、資材を置く場所の周辺は砂利敷き

とし、雨水を浸透させるようにしている旨追加説明がなされ

た。 

久保田委員より、資材置場から地下に浸透した雨水が、周

辺の農地に害を及ぼすおそれはないのか、との意見が出た。 

事務局より、雨水が周辺に流出することの対策は確認した

が、地下に浸透した雨水の影響については確認していない旨

報告がなされた。 

議長は全員に審議を求め、内容審議の結果、これを承認し

た。 

 

6 番の申請について 

唐子地区・荒川委員より、6 番の申請について、加須市所

在の申請人（受人）としての法人より、大字石橋在住の申請

人（渡人）が、大字石橋地内に所有する農地（畑 1 筆）を、

店舗敷地に転用するため、賃貸借権を設定したい旨の申請が

なされた。現地調査の結果、申請地は農地として保全管理さ

れている。また、住宅の用に供する施設が連たんしている区

域で、農地の区域の規模が 10ｈａ未満であるため第 2 種農
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地と判断され、店舗敷地の必要性が認められるため、事情や

むを得ず許可相当である旨の報告がなされた。 

議長は全員に審議を求め、内容審議の結果、これを承認し

た。 

 

7 番の申請について 

唐子地区・荒川委員より、7 番の申請について、鶴ヶ島市

所在の申請人（受人）としての法人より、大字石橋在住の申

請人（渡人）が、大字石橋地内に所有する農地（畑 1 筆）を、

専用住宅（建売）２９棟の建築のため、所有権を移転したい

旨の申請がなされた。現地調査の結果、申請地は農地として

保全管理されている。また、住宅の用に供する施設が連たん

している区域で、農地の区域の規模が 10ｈａ未満であるため

第 2 種農地と判断され、専用住宅（建売）２９棟の建築の必

要性が認められるため、事情やむを得ず許可相当である旨の

報告がなされた。 

議長は全員に審議を求め、内容審議の結果、これを承認し

た。 

 

8 番の申請について 

高坂地区・鹿田委員より、8 番の申請について、大字高坂

在住の申請人（受人）より、大字西本宿在住の申請人（渡人）

が、大字西本宿地内に所有する農地（畑 1筆）を、自己用住

宅に転用するため、所有権を移転したい旨の申請がなされ

た。現地調査の結果、申請地は農地として保全管理されてい

る。また、住宅の用に供する施設が連たんしている区域で、

農地の区域の規模が 10ｈａ未満であるため第 2 種農地と判

断され、自己用住宅の必要性が認められるため、事情やむを

得ず許可相当である旨の報告がなされた。 

議長は全員に審議を求め、内容審議の結果、これを承認し

た。 

 

9 番の申請について 

高坂地区・鹿田委員より、9 番の申請について、大字高坂

在住の申請人（受人）より、大字西本宿在住の申請人（渡人）

が、大字西本宿地内に所有する農地（畑 1筆）を、自己用住

宅に転用するため、所有権を移転したい旨の申請がなされ

た。現地調査の結果、申請地は農地として保全管理されてい

る。また、住宅の用に供する施設が連たんしている区域で、

農地の区域の規模が 10ｈａ未満であるため第 2 種農地と判

断され、自己用住宅の必要性が認められるため、事情やむを

得ず許可相当である旨の報告がなされた。 

議長は全員に審議を求め、内容審議の結果、これを承認し

た。 
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10 番の申請について 

高坂地区・鹿田委員より、10 番の申請について、元宿２丁

目所在の申請人（受人）としての法人より、元宿２丁目在住

の申請人（渡人）外１名が、大字西本宿地内に所有する農地

（畑 2筆）を、分譲住宅の建築（６棟）のため、所有権を移

転したい旨の申請がなされた。現地調査の結果、申請地は農

地として保全管理されている。また、上下水管が埋設されて

いる道路の沿道区域でこれらの施設の便益の享受が可能で、

概ね 500m 以内に 2 以上の医療施設が存する区域であるため

第 3 種農地と判断され、分譲住宅の建築（６棟）の必要性が

認められるため、事情やむを得ず許可相当である旨の報告が

なされた。 

議長は全員に審議を求め、内容審議の結果、これを承認し

た。 

 

11 番の申請について 

高坂地区・鹿田委員より、11 番の申請について、深谷市在

住の申請人（受人）より、鶴ヶ島市在住の申請人（渡人）が、

大字西本宿地内に所有する農地（畑 1筆）を、自己用住宅に

転用するため、所有権を移転したい旨の申請がなされた。現

地調査の結果、申請地は農地として保全管理されている。ま

た、住宅の用に供する施設が連たんしている区域で、農地の

区域の規模が 10ｈａ未満であるため第 2種農地と判断され、

自己用住宅の必要性が認められるため、事情やむを得ず許可

相当である旨の報告がなされた。 

議長は全員に審議を求め、内容審議の結果、これを承認し

た。 

 

12 番の申請について 

野本地区・杉浦委員より、12 番の申請について、大字高坂

在住の申請人（受人）より、大字上野本在住の申請人（渡人）

が、大字上野本地内に所有する農地（畑 1筆）を、自己用住

宅に転用するため、所有権を移転したい旨の申請がなされ

た。現地調査の結果、申請地は農地として保全管理されてい

る。また、住宅の用に供する施設が連たんしている区域で、

農地の区域の規模が 10ｈａ未満であるため第 2 種農地と判

断され、自己用住宅の必要性が認められるため、事情やむを

得ず許可相当である旨の報告がなされた。 

議長は全員に審議を求め、内容審議の結果、これを承認し

た。 

 

13 番の申請について 

野本地区・杉浦委員より、13 番の申請について、比企郡嵐

山町在住の申請人（受人）より、大字上野本在住の申請人（渡

人）が、大字上野本地内に所有する農地（畑 1筆）を、専用
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住宅の建築のため、所有権を移転したい旨の申請がなされ

た。現地調査の結果、申請地は農地として保全管理されてい

る。また、住宅の用に供する施設が連たんしている区域で、

農地の区域の規模が 10ｈａ未満であるため第 2 種農地と判

断され、専用住宅の建築の必要性が認められるため、事情や

むを得ず許可相当である旨の報告がなされた。 

議長は全員に審議を求め、内容審議の結果、これを承認し

た。 

 

14 番の申請について 

野本地区・杉浦委員より、14 番の申請について、大字石橋

在住の申請人（受人）より、大字柏崎在住の申請人（渡人）

が、大字柏崎地内に所有する農地（畑 1 筆）を、自己用住宅

に転用するため、所有権を移転したい旨の申請がなされた。

現地調査の結果、申請地は農地として保全管理されている。

また、10ｈａ以上の一団の農地であるため第 1 種農地と判断

されるが、自己用住宅の必要性が認められるため、第 1種農

地の不許可の例外に基づき、事情やむを得ず許可相当である

旨の報告がなされた。 

議長は全員に審議を求め、内容審議の結果、これを承認し

た。 

 

15 番の申請について 

野本地区・杉浦委員より、15 番の申請について、坂戸市在

住の申請人（受人）より、大字柏崎在住の申請人（渡人）が、

大字柏崎地内に所有する農地（畑 2 筆）を、自己用住宅に転

用するため、所有権を移転したい旨の申請がなされた。現地

調査の結果、申請地は農地として保全管理されている。また、

10ｈａ以上の一団の農地であるため第 1 種農地と判断され

るが、自己用住宅の必要性が認められるため、第 1 種農地の

不許可の例外に基づき、事情やむを得ず許可相当である旨の

報告がなされた。 

議長は全員に審議を求め、内容審議の結果、これを承認し

た。 

 

16 番の申請について 

野本地区・杉浦委員より、16 番の申請について、大字大谷

在住の申請人（受人）より、大字古凍在住の申請人（渡人）

外１名が、大字柏崎地内に所有する農地（畑 4筆）を、自己

用住宅に転用するため、所有権を移転したい旨の申請がなさ

れた。現地調査の結果、申請地は農地として保全管理されて

いる。また、10ｈａ以上の一団の農地であるため第 1 種農地

と判断されるが、自己用住宅の必要性が認められるため、第

1 種農地の不許可の例外に基づき、事情やむを得ず許可相当

である旨の報告がなされた。 
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議案第 4 号 

農用地利用集

積事業による

利用権設定承

認の件 

 

 

 

 

議案第 5 号 

農用地利用配

分計画（案）の

件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議案第 6 号 

引き続き農業

経営を行って

いる旨の証明

願承認の件 

 

 

議長は全員に審議を求め、内容審議の結果、これを承認し

た。 

 

17 番の申請について 

野本地区・杉浦委員より、17 番の申請について、松葉町１

丁目在住の申請人（受人）より、大字上野本在住の申請人（渡

人）外１名が、若松町２丁目地内に所有する農地（畑 2筆）

を、自己用住宅に転用するため、所有権を移転したい旨の申

請がなされた。現地調査の結果、申請地は農地として保全管

理されている。また、住宅の用に供する施設が連たんしてい

る区域で、農地の区域の規模が 10ｈａ未満であるため第 2種

農地と判断され、自己用住宅の必要性が認められるため、事

情やむを得ず許可相当である旨の報告がなされた。 

議長は全員に審議を求め、内容審議の結果、これを承認し

た。 

 

議案第 4 号 農用地利用集積事業による利用権設定承認の

件について 

 

議長は事務局に説明を求め、事務局から市の告示決定に先

立ち承認を求められている件である旨、また利用権設定の申

し出内容が経営面積、従事日数など農業経営基盤強化促進法

第 18条第 3 項の要件を満たしている旨の説明が行われる。 

 内容審議の結果、65筆の利用権設定を承認した。 

 

議案第 5 号 農用地利用配分計画（案）の件について 

 

野村議長が利害関係者のため退室したことから、久保田職

務代理が議長を代理する。 

議長は市農政課に説明を求め、市農政課から「農地中間管

理事業の推進に関する法律」第 19 条第 2 項に基づき、農地

中間管理機構から東松山市に対して「農用地利用配分計画

案」の作成を求められたため、同第 19 条第 3 項に基づき、

東松山市から農業委員会に意見を聴くよう求めがあった旨

の説明が行われる。 

議長は全員に意見を求め、内容審議の結果、「意見なし」と

して、これを承認した。 

 

議案第 6 号 引き続き農業経営を行っている旨の証明願

承認の件。 

野村会長が、議長を久保田職務代理から交代する。 

議長は、事務局に説明を求める。 

1 番の申請について 

 事務局より、1 番の申請について、新宿町在住の申請人が、

新宿町地内にある相続税の納税猶予を受けている特例適用
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議案 第 7 号 

東松山市農業

委員会会長専

決規程の一部

を改正する告

示の件   

 

  

報告事案 

農業委員会会

長専決規定に

よる農地法に

基づく届出報

告の件 

 

 

 

 

 

 

 

その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農地（畑 2筆）に係る農業経営を引き続き行っていることの

証明を求める申請があり、松山地区の委員が現地調査をして

いる旨の説明がなされた。 

松山地区・千葉委員より、現地調査の結果、引き続き農業

経営が行われている旨の報告がなされた 

議長より、全員に審議を求め、内容審議の結果、引き続き

農業経営を行っていることを承認するとした。 

 

 

議案第 7 号 東松山市農業委員会会長専決規程の一部を

改正する告示の件について 

議長は事務局に対し説明を求め、事務局より変更箇所につ

いての説明が行わる。 

議長は全員に意見を求め、内容審議の結果、これを承認し

た。 

 

 

事務局報告案件 

議長は事務局に説明を求める。 

 

 農地法第 3 条の 3権利取得届出報告の件 

 事務局から説明が行われ、2件を確認する。 

 

農地法第 4条転用届出報告の件 

 事務局から説明が行われ、1件を確認する 

 

農地法第 5条転用届出報告の件 

事務局から説明が行われ、7 件を確認する。 

 

 

農業委員会総会の開催について 

次回開催日  令和 5年 3 月 27 日（月） 

        午前 10 時 20 分～ 

 会   場  唐子市民活動センター2 階 大会議室 

午前12時23分議長は今回上程した議案について審議を終

了した旨を告げ、令和 4年度第 11 回総会を閉じた。 

 

 

以上の顚末に相違ないことを証するため署名する。 

 令和５年３月２７日  

議長 野村 孝行 

 

委員 松本  子 

 

委員 荒川 光明 


